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株式会社 アイ･エス･レーティング 
１． 格付結果 

 

 企業名 株式会社富士通ソーシアルサイエンスラボラトリ 
 格付の種別 情報セキュリティ格付 

 格付ＩＤコード 10000010101C0902 

 格付スコープ  ソフトサービス事業 
            ・ソリューションサービス 
            ・システムインテグレーションサービス 
 格付対象 本社拠点（川崎市中原区）の 7 本部・15 部 
   想定リスク 情報漏えい 

 格付符号  A is （ シングル A フラット ） 
 格付の方向性 安定的 

 有効期限 2010 年 1 月 8 日から 2011 年 1 月 7 日まで （更新日から 1年間） 
 
 

２．格付理由 
 

株式会社富士通ソーシアルサイエンスラボラトリ（以下、「富士通SSL」という。）は富士通

株式会社の100%出資子会社であり、顧客からの要望に応じてソリューションサービスおよびシ

ステムインテグレーションサービスを提供するソフトサービス事業を展開している。コーポレ

ートメッセージとして「信頼と技術で応えるSSL」を掲げ、情報セキュリティマネジメントシ

ステムを事業活動基盤の重要な要素として多く取り入れている。2003年には一部部門がセキュ

リティ監視サービスでISMS認証を取得、2008年3月にはQMSとISMSとの統合認証を全社で取得、

2009年1月には情報セキュリティ格付を新規受審し、今回2回目となる更新審査を実施した。更

新審査の経過を通じて確認された主な点は次の通りである。 

マネジメント成熟度の観点では、これまで通り富士通グループの統制に加えて、富士通SSL

としての統制が機能し、情報セキュリティガバナンスとしては前回同様の非常に高いレベルが

維持されている。現場部門においても、顧客からの預かり情報資産を各々の重要度に応じた取

扱い管理体制が確立し、一定以上の水準を保ったプロセスが維持定着されている。 
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セキュリティ対策強度の観点では、ネットワークおよび端末・クライアントＰＣの管理はこ

れまでの強固な対策が継続され、ITシステムの導入においても技術監査による脆弱性評価が実

施され、改善に向けた取り組みが継続的に行われてきている。また物理セキュリティの面でも

ゾーニングの整備とアクセス強化が進められてきている。 

総じて、マネジメント成熟度の観点では継続的な改善プロセスを有し、高水準の管理状態を

維持・発展させており、またセキュリティ対策強度の観点では、悪意のある外部者に対する管

理策が講じられている。 

以上 
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